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Ｘ線撮影技術の再構築

撮影教科書で習った撮影肢位とは？

指先を伸ばすだけ肢位は、

指先（小手先）の撮影技術

である？・・今も技師はその

伝統技術を継承している！

手を置くだけの肢位が、撮影技師の仕事？



学校で習う手関節の撮影技術とは



足から手の進化したヒトの手は



機能肢位と撮影肢位とは



手の機能肢位と撮影肢位には



撮影肢位として指の先まで

・ルーズパックポジション（loose-packed position：LPP）

関節の適合性が最も低く、関節周囲の組織や靭帯、関節包など全ての関節に影
響する因子が緩んでいる状態になるポジションで撮影するLPP肢位がある。

・クローズドパックポジション（close-packed position：CPP

関節の適合性が最も高く、関節周囲の組織や靭帯、関節包など全ての関節に影
響する因子が緊張している状態になるポジションで撮影するCPP肢位がある。



関節肢位にはLPPとCPP肢位がある

撮影肢位には、関節が緊張する肢位と緩む肢位の２つがある。

手関節の撮影肢位は、上肢撮影として捉えると肩関節か
ら肘関節までの肢位を考慮する必要がある。従来のⅩ線撮
影の本は、指先から前腕まで撮影肢位である。しかし臨床
画像は、正面撮影でⅩ線計測において橈骨と尺骨の捻じれ
が計測値に関与し、側面撮影で側面性が関節アライメント
評価するため正確な肢位で再現性まで求められていること
を知ってほしい。そこで私は従来のⅩ線撮影の本とは違う撮
影教科書として「上肢撮影法」を出版した。



診療ガイドラインにおける手関節撮影とは

X線計測値を求めるには，正しい手関節X線

正面，側面像の2方向撮影を行う必要がある．

手関節



①ガイドラインが推奨する肢位 正面撮影

手関節



②ガイドラインが推奨する肢位正面撮影

手関節



③ガイドラインが推奨する肢位

手関節

正面撮影



ガイドラインが推奨する正面肢位

手関節

正面撮影



私が推奨する肢位と描出範囲

手関節

正面撮影



正面画像でのⅩ線計測

手関節

正面撮影

手根骨領域

Gilula arc 

Ⅲ 舟状骨-月状骨-三角骨の

近位骨皮質ライン

Ⅱ 舟状骨-月状骨-三角骨の

遠位骨皮質ライン

Ⅰ 有頭骨-有鈎骨の

遠位骨皮質ライン

Gilula arcの不整 → 手根骨骨折・脱臼  

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ



正面画像でのⅩ線計測

手関節

正面撮影

Ulnar variance
手関節正面像における橈骨尺側関節面と尺骨関節面の高さの差.



正しい撮影肢位

手関節

側面撮影



診療ガイドラインでの撮影とは

手関節

側面撮影

Ⅹ線計測値を求めるには，

側面撮影は、座位体幹に上腕をつけて

肘関節を90°屈曲し背掌側方向に撮影

手関節が，橈尺屈しないように注意する！



ガイドラインが推奨する側面肢位側面撮影

手関節



②ガイドラインが推奨する側面肢位 ？側面撮影

手関節



ガイドラインが推奨する肢位側面撮影

手関節



①私が推奨する肢位 側面撮影

橈骨茎状突起

尺骨茎状突起

母指CM関節
(carpometacarpal joint)

橈骨手根関節
(Radiocarpal jont)

手根中手関節
(Carpometacarpal joint：CM)

第2・3

中手骨骨頭

手関節



プラトー撮影肢位のポイント①側面撮影

手関節



プラトー撮影肢位のポイント② 側面撮影

手関節



プラトー撮影肢位のポイント③側面撮影

手関節



側面画像でのⅩ線計測

(volar intercalated segment 

instability) 

手根背屈変形：DISI
(dorsiflexed intercalated 

segment instability)

（Normal）

70°＜ 30°＜30°～60°

S

L

C

C

正常 手根掌屈変形：VISI

月状骨が掌屈する月状骨が背屈する

S

L

C

S
L

C

手関節

側面撮影
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